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東京電機大学大学院学則（抄）

（ 規２第 ２９号 ）

第 １ 章    総    則
　（目的）
第１条 本大学院は、本大学の使命に従い、専攻分野に関する専門的な学術の理論及び応用を教授
研究し、その深奥を究めて、文化の向上と産業の発展に寄与することを目的とする。

２　本大学院は、第３条第１項に定める研究科及び専攻における人材の養成に関する目的その他の
教育研究上の目的を各研究科の研究科規則に定める。

　（自己評価等）
第２条　本大学院は、その教育研究水準の向上を図り、大学院の目的及び社会的使命を達成するた
め、大学院における教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行い、その結果を公表す
るものとする。

２　前項の点検及び評価は、その趣旨に則して適切な項目を設定し、かつ適切な体制のもとに行う。
３  本大学院は、第１項の点検及び評価の結果について、学外者による検証を行うよう努めるものとする。
４　本大学院は、教育研究活動等の状況について、刊行物への掲載その他広く周知を図ることがで
きる方法によって、積極的に情報を提供するものとする。

第 ２ 章    編    成
　（研究科・課程・専攻）
第３条 本大学院に工学研究科、理工学研究科、情報環境学研究科、未来科学研究科及び先端科学
技術研究科を設け、各研究科に次の課程及び専攻を置く。

  工学研究科
    修士課程　　　　　電気電子工学専攻
　　　　　　　　　　　物質工学専攻
　　　　　　　　　　　機械工学専攻
　　　　　　　　　　　情報通信工学専攻
                      
　理工学研究科 
　　修士課程　　　　　理学専攻
                      生命理工学専攻
                      情報学専攻
                      電子・機械工学専攻
　　　　　　　　　　　建築・都市環境学専攻
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　情報環境学研究科
　　修士課程　　　　　情報環境学専攻
 　　　　　　　
　未来科学研究科
　　修士課程　　　　　建築学専攻
　　　　　　　　　　　情報メディア学専攻
　　　　　　　　　　　ﾛﾎ゙ｯﾄ･ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ学専攻

　先端科学技術研究科
　　博士課程（後期）　 数理学専攻
　　　　　　　　　　　電気電子システム工学専攻
　　　　　　　　　　　情報通信メディア工学専攻
　　　　　　　　　　　機械システム工学専攻
　　　　　　　　　　　建築・建設環境工学専攻
　　　　　　　　　　　物質生命理工学専攻
　　　　　　　　　　　先端技術創成専攻
　　　　　　　　　　　情報学専攻

２　前項に定める各研究科に、研究科規則を定める。
３　前項の研究科規則に、次の事項を記載する。
　①　研究科・専攻における人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的
　②　学年・学期に関する事項
　③　教育課程に関する事項
　④　課程修了の要件
　⑤　その他、大学院学則施行上の必要事項

　（課程の区分・修業年限）
第４条  修士課程の標準修業年限は２年とし、工学研究科社会人コースにおいては３年とする。
２　博士課程（後期）の標準修業年限は３年とする。

　（課程の目的）
第５条　修士課程は、広い視野にたって精深な学識を授け、専攻分野における研究能力または高度
の専門性を要する職業等に必要な高度の能力を養うことを目的とする。

２  博士課程（後期）は、専攻分野について、研究者として自立して研究活動を行い、またはその
他の高度に専門的な業務に従事するに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を養
うことを目的とする。
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　（最長在学年限）
第６条 最長在学年限は、修士課程を４年、博士課程（後期）を６年とする。ただし、修士課程の
うち工学研究科社会人コースにおいては６年を最長在学年限とする。

　（入学及び収容定員）
第７条  各研究科の入学定員及び収容定員は、別表第１のとおりとする。

第 ３ 章    運営の機関
　（研究科委員長）
第８条　各研究科に、研究科委員長を置く。
２　委員長の選出に関する規則は別に定める。
３　委員長は、当該研究科の校務をつかさどり、第１０条に規定する研究科委員会を招集する。

　（大学評議会）
第９条　大学院並びに大学に大学評議会（以下「評議会」という。）を置く。
２　評議会の構成、運営その他は別に定める。

　（研究科委員会）
第１０条　各研究科に、研究科委員会を置く。
２　研究科委員会は、大学院担当の専任教員で組織する。
３　大学院担当の教員の資格・種別、その選考基準及び選考手続ならびに研究科委員会の組織及び運
営等については別に定める。

　（研究科委員会の役割、審議事項等）
第１１条　研究科委員会は、次の事項のうち、その研究科に関する事項について審議し、学長が決定す
るに当たり意見を述べるものとする。
（１）学生の入学・修了に関する事項
（２）学位授与に関する事項
（３）前２号の他、大学院に関する重要事項で、その研究科の研究科委員会の意見を聴くことが必
要なものとして学長が定める事項

２　前項第３号の学長が研究科委員会に意見を聴くと定める事項は別に定める。
３　研究科委員会は、第１項の他、学長及び研究科委員長がつかさどる大学院等に関する次の事項
のうち、その研究科に関する事項について審議し、意見を述べることができる。
（１）学生の転学・留学・休学・退学及び賞罰等に関する事項
（２）教育課程及び授業に関する事項
（３）試験及び学位論文審査に関する事項
（４）研究科委員会会員の人事のうち教育研究等の業績審査に関する事項
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（５）委員長候補者の推挙に関する事項
（６）大学院学則及び研究科規則の改正に関する事項
（７）その他研究及び教育に関する事項
４　研究科委員会は、前各項の他、学長及び委員長が諮問した事項を審議する。
５　学長は、別に定める事項で通常の教育研究に関する研究科委員会における審議結果を追認する
ことにより、決定することができる。

第 ４ 章    学年、学期及び休業日
　（学年・学期）
第１２条  学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終る。
２  学年を前学期及び後学期に分け、その期間については各研究科において定める。

　（休業日）
第１３条　休業日は、次のとおりとする。
日曜日
国民の祝日に関する法律（昭和２３　年法律第１７８号）に規定する休日
創立記念日  ９月１１日
夏季休業
冬季休業
春季休業

２  夏季休業、冬季休業及び春季休業の期間については、各研究科においてその都度定める。
３　必要があるときは、休業日を変更し、または臨時に休業日を定めることができる。
４  休業中でも、特別の必要があるときには、授業を行うことがある。

第 ５ 章    教育課程
　（授業科目・単位等）
第１４条  各研究科における授業科目及び単位数は、各研究科規則において定める。
２　授業科目の単位数算定の基準については、本大学学則第２２条を準用する。
３  授業科目の履修方法及び博士課程（後期）における必要な研究指導については、各研究科の定
めるところによる。

４　本大学院は、授業並びに研究指導の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を
実施するものとする。

　（大学院の教育方法の特例）
第１５条　各研究科においては、教育上特別の必要があると認められる場合には、標準修業年限の全
期間にわたり、夜間その他特定の時間又は時期において授業又は研究指導を行う等の適当な方法
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により教育を行うことができる。

　（他の大学院における授業科目の履修）
第１６条　学生が各研究科の定めるところにより、他大学の大学院または外国の大学院において履修
した授業科目について修得した単位は、当該研究科委員会が教育上有益と認めた場合、その修得
した単位のうち１０単位を超えない範囲で、その研究科における授業科目の履修により修得したも
のとみなすことができる。

　（入学前の既修得単位の認定）
第１７条　学生が、本大学院に入学する前に大学院において履修した授業科目について修得した単位
は、当該研究科委員会が教育上有益と認めた場合、本大学院に入学した後の本大学院当該研究科
における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。

２  前項により修得したものとみなすことのできる単位数は、本大学院において修得した単位以外
のものについては、１０単位を超えないものとする。

　（他の大学院または研究所等における研究指導）
第１８条　学生が、他の大学院または研究所等において課程修了に必要な研究指導の一部を受けるこ
とが教育上有益であると研究科委員会が認めた場合、当該大学院（もしくは研究科）または研究
所等の協議に基づき、その研究指導を受けることを認めることができる。

２  前項の規定により研究指導を受けることのできる期間は、１年を超えないものとする。ただし、
修士課程を除き、研究科委員会が教育上有益と認めた場合、さらに１年以内に限り延長を認める
ことができる。

３  前２項の規定は、学生が外国の大学院または研究所等において研究指導を受けようとする場合
に準用する。

　（学部等における授業科目の履修）
第１９条　修士課程においては、教育上有益と当該研究科委員会が認めた場合で、次の各号に掲げる
科目を修得したときは、当該研究科の修士課程における授業科目の履修により修得したものとみ
なすことができる。
（１）本大学学部の科目
（２）本大学院の他の研究科の科目
２　前項第１号の科目は、各修士課程の修了要件に含めないものとする。

　（教員の免許状取得資格）
第２０条　教育職員の免許状を取得しようとする者は、本学で定めている教職課程に関する科目及び
必要な授業科目を修得しなければならない。

２  本大学院において取得できる免許状の種類は別表第２のとおりとする。
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第 ６ 章    課程修了の要件とその認定
　（修士課程修了の要件）
第２１条　修士課程の修了要件については、修士課程を置く各研究科の研究科規則において定める。

　（博士課程（後期）修了の要件）
第２２条博士課程（後期）の修了要件については、博士課程（後期）を置く各研究科の研究科規則に
おいて定める。

　（課程修了の認定・成績評価）
第２３条　課程修了の認定は、各研究科委員会が行う。
２  学位論文審査及び最終試験の成績評価は、各研究科委員会が定める手続、方法等に従い、当該研
究科委員会から委嘱された論文審査委員及び最終試験委員が行う。

３  科目及び論文審査の評価は、次のとおりとする。
　　［先端科学技術研究科］
 （１）  科目及び論文審査
     　　 Ａ  合  格
     　　 Ｂ  合  格
   　　   Ｃ  合  格
   　　   Ｄ  不合格
 （２）  最終試験
　　　　　合  格
　　　　　不合格

　　［工学研究科、理工学研究科、情報環境学研究科、未来科学研究科］
（１）  科目及び論文審査
      　Ｓ　合　格
　　　　Ａ  合  格
      　Ｂ  合  格
      　Ｃ  合  格
      　Ｄ  不合格
（２）  最終試験
　　　　合  格
　　　　不合格
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第 ７ 章    学位授与
　（学位の授与）
第２４条　本大学院の課程を修了した者には、「東京電機大学学位規程」の定める手続により、研究科
委員会の議を経て修士または博士の学位を授与する。

２  博士課程（後期）を経ないで論文を提出し、博士の学位を請求した者に対する論文審査及び学
力の確認は、「東京電機大学学位規程」及び「東京電機大学博士課程によらない学位請求の審査規
程」の定めるところによる。

　（学位の種類・名称）
第２５条　学位の種類及び名称は、別表第３のとおりとする。

第 ８ 章    入学、学籍の異動及び賞罰
　（入学の時期）
第２６条　入学の時期は、学年もしくは学期の始めとする。

　（入学資格）
第２７条　修士課程に入学することのできる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。
（１）学校教育法第８３条に定める大学を卒業した者
（２）学校教育法第１０４条第４項の規定により学士の学位を授与された者
（３）外国において学校教育における１６年の課程を修了した者
（４）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国
の学校教育における１６年の課程を修了した者

（５）専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を
満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了
した者

（６）文部科学大臣の指定した者
（７）大学に３年以上在学し、又は、外国において学校教育における１５年の課程を修了し、本大学
院当該研究科委員会が、特に優れた成績で所定の単位を修得したものと認めた者

（８）本大学院当該研究科委員会において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等
以上の学力があると認めた者で、２２歳に達した者

（９）その他本大学院当該研究科委員会が、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者
２  博士課程（後期）に入学することのできる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。
（１）修士の学位を有する者
（２）外国において、修士の学位に相当する学位を授与された者
（３）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、修士の学位に相当す
る学位を授与された者
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（４）大学を卒業し、大学、研究所等において、２年以上研究に従事した者で、本大学院当該研究
科委員会が、当該研究の成果等により、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認め
た者

（５）外国において学校教育における１６年の課程を修了した後、または外国の学校が行う通信教育
における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における１６年の課
程を修了した後、大学、研究所等において、２年以上研究に従事した者で、大学院において、
当該研究の成果等により、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者

（６）本大学院当該研究科委員会において、個別の入学資格審査により、修士の学位を有する者と
同等以上の学力があると認めた者で、２４歳に達した者

（７）その他本大学院当該研究科委員会が、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者

　（入学志願手続）
第２８条　入学志願者は、指定の期間内に、所定の入学志願手続をとらなければならない。

　（修士課程入学者の選考）
第２９条　修士課程への入学者の選考は、学科試験、人物考査及び健康診断等の方法による選抜試験
により行う。

２  学科試験は、主として筆記とし、必要があるときは口述を加えることがある。
３  筆記試験は、専門に関する学科目と外国語について行う。

　（博士課程（後期）入学者の選考）
第３０条　博士課程（後期）への入学者の選考は、筆記試験、口述試験、修士課程における学業成績、
修士論文、人物考査及び身体検査等の方法による選抜試験により行う。

　（入学手続）
第３１条　入学者の選考に合格した者は、指定の期日までに保証人連署の誓約書その他必要な書類に
別表第４に定める学費を添えて、入学手続をしなければならない。

２  学長は、前項の入学手続を完了した者に入学を許可する。

　（転学）
第３２条　他の大学院の学生が、所属大学の学長または研究科の長の承認書を添えて本大学院に転学
を志望したときは、選考の上、学年または学期の始めに入学を許可することがある。

２  学生が、他の大学院への転学を願い出たときは、事情によって許可することがある。

　（再入学）
第３３条　大学院を退学した者または除籍された者が、再び入学を願い出たときは、定員に余裕があ
る場合にかぎり、選考のうえ、許可することがある。ただし、懲戒による退学者の再入学は許可し
ない。
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　（留学）
第３４条  学生が、外国の大学院等の授業科目の履修または研究指導を受けるために留学を願い出たとき、
その学生の所属の研究科委員会が、本人の教育上有益であると認めた場合、許可することができる。
２　留学期間は１年を原則とし、その期間は１年を限度として、第２１条もしくは第２２条に定める在
学年数に算入できる。

３  留学期間中における学費は、事情により減額もしくは免除することができる。

　（休学）
第３５条　傷病その他の理由で引き続き３ヶ月以上出席することができない者は、医師の診断書もし
くは理由書を添え、休学届を提出し、研究科委員長の許可を受けなければならない。

２  休学は当該年度限りとする。ただし、特別の事情がある場合には、引き続き休学を許可するこ
とがある。

３  休学期間は、各課程それぞれ２年を超えることはできない。
４  休学の理由が消滅したときには、復学届を提出し、研究科委員長の許可を受けなければならない。
５  休学期間は、在学年数に算入しない。
６  休学者は学期ごとに、６０，０００円の在籍料を納入する。

　（退学）
第３６条　傷病その他の理由により退学しようとする者は、理由書を添え、保証人連署の退学届を提
出し、許可を受けなければならない。

　（除籍）
第３７条　次の各号のいずれかに該当する者は除籍とする
（１）第６条に定める最長在学年限を超えた者
（２）第３５条第３項に定める通算休学期間を超えても復学しない者
（３）学業を怠り、成業の見込みがないと認められた者
（４）正当な理由がなく、無届けで、引き続き３ヶ月以上欠席した者
（５）所定の学費の納入期日から起算して、３ヶ月以内に学費を納入しない者

　（表彰）
第３８条　学生として表彰に価する行為があった者については、学長または委員長は表彰することが
できる。

　（懲戒）
第３９条　学則に基づいて定められている規則、規程等に違反し、あるいはその他学生としての本分
に反する行為があった学生に対しては、研究科委員会の議を経て、学長が懲戒する。

２　懲戒の種類は、退学、停学及び訓告とする。
３　前項の退学は、次の各号のいずれかに該当する者に対して行う。
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（１） 性行不良で、改悛の見込みがないと認められた者
（２） 本学の秩序を乱し、その他学生の本分に著しく反した者

第 ９ 章    科目等履修生
　（科目等履修生）
第４０条 本大学院の学生以外の者で、本大学院で開設している１または複数の授業科目の履修を希望
する者は、選考の上、科目等履修生として科目等の履修を許可することができる。

２  科目等履修生に関する事項は、別に定める。

第 １０ 章    外国人特別学生
　（外国人特別学生）
第４１条　外国人であって、第２７条に定める入学資格がある者は、選考の上、入学を許可することがで
きる。

第 １１ 章    学費及びその他の費用
　（学費及びその他の費用）
第４２条  入学検定料、学費及び科目等履修費は別表第４のとおりとする。
２  学費とは、入学金及び授業料をいう。
３  博士の学位論文審査料については、別に定める。
４  学費及びその他の費用は、所定の期日までに納入しなければならない。
５  すでに納入した学費その他の費用等は、返還しない。ただし、入学手続きのために納入した学
費その他の費用については、学費取扱規程の定めによる。

６  授業料は分納することができる。

第 １２ 章    改正及び雑則
　（改正）
第４３条　本学則の改正は、評議会の議を経なければならない。

　（施行細則その他）
第４４条　本学則の施行に必要な細則等は、別に定めることができる。

附則（略）
別表（略）



－109－

先端科学技術研究科規則（抄）

（ 規４ 第８５号 ）

第 １ 章　　総　　則
　（趣旨）
第１条　この規則は、東京電機大学大学院学則（以下「大学院則」という。）第３条第２項に基づき、
先端科学技術研究科（以下「本研究科」という。）の人材の養成に関する目的その他の教育研究上
の目的、学年及び学期、教育課程、課程修了の要件その他大学院則施行上必要な事項を定める。

　
　（人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的）
第２条　本研究科は、修士課程で養った科学技術に関する専門知識と研究能力を基礎にして、広い
視野と国際性を身につけ、自立して研究活動を行うに足りる高度な研究能力を修得させることを
目的とする。
　すなわち、創造性豊かな研究開発能力を持ち、社会の多様な場において中核となって活躍可能
な研究者及び確かな教育能力と研究遂行能力を兼ね備えた大学教員を養成する。

２　本研究科の各専攻における人材の養成に関する目的及び教育研究上の目的は、次のとおりとする。
（１）数理学専攻は、基礎科学の柱である数学、物理学、化学を融合的に研究・教育すると同時に、
益々複雑で大規模になりつつある工学及び人間社会における問題を数理モデル化して得られる
システムの理論などを修得させることを目的とする。また、他の専攻と連携を持ちながら、基
礎分野としての数理学における専門性の高い研究・教育を行い、豊かな創造力と幅広い視野を持
つ科学者及び高度な専門性をもつ人材を養成する。

（２）電気電子システム工学専攻は、電気電子システム工学に関する広範な知識、並びに特定の専
門分野の極めて高度な学識を修得させることを目的とするとともに、自ら発想・設定した研究
テーマを継続的かつ実践的に追求し、創造性・先見性並びに柔軟な思考力を身につけた研究者、
技術者を養成する。そのため、常にグローバルな視点に立脚して電気電子工学及び関連するシ
ステム工学分野並びにこれらが融合した学際領域に関する先端的な研究・教育を展開する。

（３）情報通信メディア工学専攻は、情報通信メディア工学分野において基礎的・先端的な学術研
究を推進し、自立して研究活動を行える人材の育成と、世界的な視野から多様な方面で活躍し
得る高度な能力と豊かな学識を有する卓越した研究者を養成するための専門知識を修得させる
ことを目的とする。すなわち、本分野での更に高度な、あるいは特定専門分野に特化した学識
の修得と、高度な技術開発や理論解析テーマを実践的に追求し、技術萌芽を産み出せる先見性、
創造性豊かな研究者、上級技術者を養成する。

（４）機械システム工学専攻は、機械工学及び関連するシステム系分野において、修士課程で培っ
た専門知識と研究能力を基に、自立して研究活動を行える優れた研究者・研究技術者を育成する
ための高度な専門知識を修得させることを目的とする。すなわち、基礎研究あるいは実践的、
先端的な学術研究を推進することにより、広い視野と国際性を持ち、多様な技術的・学問的課
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題に柔軟に対応し社会に貢献できる創造性豊かな技術者・研究者を養成する。
（５）建築・建設環境工学専攻は、２１世紀の成熟した社会の構築・整備を目指して、従来型の建築
学・土木工学・環境科学に関する個々の学問ではなく、これらを融合した新しいパラダイムに
基づいた専門知識を修得させることを目的とする。すなわち、国土保全と都市再生を地球環境
問題をも考慮したグローバルな視点から考究できる優れた技術者・研究者を育成し、複雑多様化
する社会で要求される問題解決能力を具備する人材を養成する。

（６）物質生命理工学専攻は、人類の活動が地球規模にまで拡大したために生じた、地球環境、資
源、エネルギー、福祉などの諸問題に対処するため、従来の物質工学、生命工学、環境学など
の領域を結合し、人間工業社会の全体を見通せる学問領域の再構築を行うための専門知識を修
得させることを目的とする。また、基盤研究から応用技術に至るまで、一貫した学問体系のも
とで研究・教育を行い、自立して研究のできる創造性豊かな上級研究者・上級専門技術者を養
成する。

（７）先端技術創成専攻は、人間の生産活動、生活、医療、福祉、防災など学際的・境界領域的分
野において現在の高度科学技術や学術を発展させるとともに、次世代の新技術創成にも寄与で
きる、指導力と国際性のある人材を養成するための専門知識を修得させることを目的とする。
すなわち、修士課程で養った専門知識と研究能力をさらに高め、広い視野と国際性を身につけ、
自立して研究を遂行できる創造性豊かな研究者及び確かな教育能力と研究遂行能力を兼ね備え
た教育者を養成する。

（８）情報学専攻は、「情報科学」に加えて情報を社会に活用するための「メディア情報学」の二
つの部門について情報学のさまざまな専門知識を修得させることを目的とする。コンピュータ
とネットワーク技術の急速な発展にともなって「情報」を中心概念とする学術領域は、これま
での情報科学・工学から周辺の境界領域までその範囲を広げているなか、高度な研究開発能力と
国際的に活躍できる広い見識を備えた創造性豊かな研究者を養成する。

　

第 ２ 章　　学年及び学期
　（学年・学期）
第３条　学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終る。
２　学年を、次の２つに分ける。
　　　前学期　４月１日から９月１５日まで
　　　後学期　９月１６日から翌年３月３１日まで
　

第 ３ 章    教育課程
　（授業科目・単位等）
第４条  本研究科における授業科目及び単位数は、別表第１のとおりとする。
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第 ４　章    課程修了の要件
　（博士課程（後期）修了の要件）
第５条　博士課程（後期）を修了するには、本研究科に３年以上在学し、所要科目１４単位以上を修
得し、かつ必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格しなければならない。
ただし、在学期間に関しては、優れた研究業績をあげた者については、本研究科の在学期間が１年
（修士課程を２年未満の在学をもって修了した者にあっては、当該在学期間を含めて３年）以上の
在学で修了を認めることができる。

２　前項の規定にかかわらず、大学院則第２７条第２項第２号、第３号、第４号及び第５号により入学
した場合の博士課程（後期）の修了要件は、本研究科に３年以上在学し、必要な研究指導を受け
た上、博士論文の審査及び最終試験に合格しなければならない。ただし、在学期間に関しては、特
に優れた研究業績をあげた者については、本研究科の在学期間が１年以上の在学で修了を認める
ことができる。

第 ５ 章　　改　　正
　（改正）
第６条  この規則の改正は、本研究科委員会の議を経なければならない。
　

附則（略）
別表（略）



－112－

東京電機大学大学院先端科学技術研究科課程博士の審査手続要領（抄）

（規 ４ 第　６２　号）

第１条　この要領は、「東京電機大学学位規程」に基づき、これを定める。

第１章　　受　　付
　（書類提出）
第２条　論文提出予定者は、次の書類について、論文審査に必要な部数および事務局用１部を、指導
教員を経て研究科委員長（以下「委員長」という。）に提出しなければならない。
（１）学位論文受付票
（２）学位請求論文
（３）研究業績目録
（４）研究発表の別刷若しくは写
（５）学位論文概要（全般と各章に分けたもの）
（６）学位論文内容の要旨
（７）研究経歴書
（８）履歴書

第２章　　予備審査
　（予備審査委員会）
第３条　委員長は、課程博士学位請求論文の提出を受け、論文提出予定者の所属する専攻主任（以
下「専攻主任」という。）に対して、予備審査委員会を編成し、論文提出予定者に論文の概要を説
明させて予備審査を行うことを要請する。

２　専攻主任は、研究科委員会委員の研究指導教員（Ｄ○合資格）のうちから主査を含む４名以上
を予備審査委員として依頼するものとする。

３　予備審査委員会は、指導教員を主査とすることができる。また必要あるときは、主査を含む４
名のほかに他の大学院又は研究所等の教員等の協力を得ることができる。

　（書類審査）
第４条　予備審査委員会は、第２条の提出書類を審査し、論文受理のための最低必要条件を確認し、
論文受理の可否を決定しなければならない。

２　前項の最低必要条件は次のとおりとする。
　　学会誌及びこれに相当する権威ある学術誌に既発表、発表確定又は投稿中である学位論文の主
たる内容を含む自著論文、若しくは前記条件を充たす本人と指導教員を含む共著論文が１編以上
あること。
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　（手続控）
第５条　「課程博士審査手続控」は、事務局において作成する。

　（論文受理の可否）
第６条　予備審査委員会は、論文提出予定者の所属する専攻に報告し、専攻にて論文受理の可否の
仮審査を行う。その仮審査の結果を受け、専攻主任は運営委員会に論文の内容を報告するととも
に、論文提出予定者の経歴、業績及び書類審査の結果を報告し、論文審査委員会委員候補者４名以
上を推挙しなければならない。運営委員会は、仮審査の結果を受け、論文受理の可否を決定しな
ければならない。

２　運営委員会は、論文受理決定後、論文審査委員会を編成し、研究指導教員（Ｄ○合資格）のう
ちから主査１名を含む４名以上の審査委員を決定しなければならない。また必要あるときは審査
委員は主査を含む４名のほかに他の大学院又は研究所等の教員等の協力を得ることができる。審
査委員は、予備審査委員に引き続き依頼することができる。

第３章　　論文審査
　（論文提出）
第７条　論文提出者は、受理が許可となった学位請求論文について、論文審査に必要な部数を提出
しなければならない。

　（学位論文審査発表会）
第８条　論文審査に先立ち、公開（本学研究科委員会委員を含む）にて学位論文審査発表会を開催
し、論文提出者に発表させなければならない。

２　論文提出者の第４条第２項における論文が投稿中である場合、学位論文審査発表会開催時に当
該論文が掲載決定でなければならない。

　（論文審査）
第９条　論文審査は、論文審査委員会において、審査期間中に、論文に関連する学科目及び英語科目
にて最終試験を実施するものとする。

　　関連する学科目　：　論文提出者の論文内容の口頭発表及び専門科目の試問
　　英　　　　　語　：　英語の論文があればそれにかえることができる。
２　論文審査は、論文受理を決定した日から１２カ月以内に審査を完了しなければならない。
３　期間中に止むを得ず審査が完了しないときは、研究科委員会の承認を得て、審査期間をさらに
６カ月間延長することができる。
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　（論文審査合否報告）
第１０条　主査は、審査委員の合意を得て、関連学科目、英語科目の各最終試験の合否及び論文審査の
合否について論文提出者が所属する専攻に報告し、専攻主任はその結果を委員長に報告しなけれ
ばならない。

第４章　　課程修了合否判定
　（課程修了判定）
第１１条　委員長は、研究指導教員のみで構成される研究科委員会を開催し、主査から関連学科目、英
語科目の各最終試験の合否及び論文審査の合否の報告を受けて、課程修了合否判定を行わなけれ
ばならない。

２　研究科委員会は、課程修了の合否を記名投票により判定しなければならない。課程修了の合否
の議決については別途本学学位規程に定める。なお、判定により、合格とならなかった学位論文
については、その取扱いを研究科委員会において再度検討することとする。

３　論文審査合格者は、学位論文全文と学位論文内容の要旨を電子データで提出しなければならない。
４　電子データの提出に関し必要な事項は、別に定める。

第５章　　学位授与
　（学長への報告）
第１２条　委員長は、前条の合否判定の結果を、学長に報告しなければならない。

　（授与）
第１３条　学長は、前項の報告に基づいて学位を授与するものとする。

　（公表その他）
第１４条　所轄省庁への報告、論文公表等の庶務は事務局が行う。

付則　（略）




